
昭
和
二
十
年
三
月
、
上
海
に
向
け
て
部
隊
は
四
梯
団
に
改
編

し
、
先
ず
長
沙
を
め
ざ
し
て
前
進
を
開
始
し
た
。
三
月
十
七
日

に
湖
南
省
の
■
陽
県
の
帳
家
亭
と
い
う
所
に
到
着
し
た
。
既
に

こ
の
地
方
の
中
国
住
民
は
日
本
の
敗
勢
を
敏
感
に
察
知
し
て
お

り
、
日
本
軍
に
対
す
る
対
応
も
敵
対
的
で
あ
り
、
食
糧
の
調
達

そ
の
他
に
も
非
協
力
的
に
急
変
し
て
い
た
。
遂
に
敵
ゲ
リ
ラ
の

不
意
打
ち
に
遭
い
戦
死
者
、
負
傷
者
を
出
す
に
い
た
っ
た
。

長
沙
、
衡
陽
を
経
て
漢
口
、
上
海
に
到
着
す
る
間
、
筆
舌
に

尽
く
し
難
い
辛
惨
を
嘗
め
て
上
海
郊
外
の
新
陣
地
構
築
予
定
地

に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
い
で
終
戦
と
な
り
、
昭
和
二
十
年
十
二
月
二
十
七
日
上
海

北
方
、
呉
淞
に
集
結
、
検
閲
後
乗
船
、
同
夜
出
航
、
故
国
へ
向

け
て
眠
れ
ぬ
夜
を
海
上
で
過
ご
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
一
月
一
日
鹿
児
島
港
に
入
港
、
復
員
式
後
そ

れ
ぞ
れ
の
故
郷
へ
の
家
路
に
就
い
た
。

渡
河
材
料
中
隊
　 

山
梨
県
　
三
津
田
泰
永
　 

昭
和
十
五
年
九
月
二
日
、
教
育
召
集
に
よ
り
東
部
第
九
四
部

隊
へ
入
隊
、
昭
和
十
六
年
三
月
二
十
日
一
等
兵
に
進
級
、
同
月

二
十
五
日
除
隊
と
な
る
。

昭
和
十
七
年
八
月
二
十
九
日
、
二
度
目
の
召
集
令
状
が
来
た
。

そ
れ
を
妻
に
見
せ
た
時
妻
の
顔
は
蒼
白
に
な
っ
た
。
八
十
二
歳

の
祖
母
は
ボ
ロ
ボ
ロ
涙
を
流
し
た
。
妻
と
は
新
婚
一
年
そ
こ
そ

こ
の
短
い
月
日
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
一
回
召
集
解
除
に
な
っ
た
昨
年
の
夏
、

父
は
胃
癌
で
死
亡
、

祖
母
と
小
生
だ
け
の
家
族
と
な
っ
た
。
昭
和
十
六
年
十
月
、
祖

母
と
お
前
一
人
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
親
類
会
議

の
結
果
、
早
々
に
結
婚
し
た
妻
で
し
た
が
、
召
集
令
状
が
来
た

以
上
新
婚
気
分
に
ひ
た
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
小
生
は
も
う
野

戦
行
き
を
覚
悟
し
た
。
二
度
と
我
が
家
を
見
る
こ
と
が
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
妻
、
い
せ
子
に
「
後
は
頼
む
ぞ
、
オ



バ
ア
サ
ン
の
こ
と
も
」
と
言
っ
た
ら
、
妻
は
「
ゴ
ク
ン
」
と
う

な
ず
い
た
。
二
十
五
歳
の
妻
が
そ
の
時
程
頼
も
し
く
思
わ
れ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
。

晩
秋
蚕
の
掃
立
準
備
を
し
て
い
た
が
、
も
う
養
蚕
ど
こ
ろ
で

は
な
か
っ
た
。
八
月
二
十
九
日
に
召
集
令
状
を
受
け
取
り
九
月

四
日
東
京
へ
集
合
と
な
っ
て
い
る
。
仕
事
は
全
部
取
り
止
め
て

出
征
の
準
備
に
か
か
っ
た
。
村
の
方
々
、
婦
人
会
、
青
年
学
校

生
徒
に
囲
ま
れ
て
二
度
目
の
山
梨
護
国
神
社
に
参
拝
。
社
前
に

て
武
運
長
久
を
祈
願
し
、
万
歳
々
々
の
声
に
送
ら
れ
て
日
下
部

駅
を
出
発
し
、
九
月
四
日
、
二
度
目
の
東
京
赤
坂
の
大
隊
に
集

合
し
た
。
今
度
は
新
兵
で
は
な
く
一
等
兵
で
し
た
の
で
気
分
は

楽
で
あ
っ
た
。

赤
坂
の
大
隊
に
は
二
十
日
位
駐
屯
し
て
い
た
が
、
そ
の
間
軍

装
準
備
、
予
防
注
射
等
の
毎
日
で
あ
る
。
も
う
間
違
い
な
く
外

地
行
き
と
思
っ
た
。

九
月
二
十
一
日
深
夜
一
時
、
品
川
駅
を
出
発
し
た
。
汽
車
の

窓
の
鎧
戸
は
全
部
閉
じ
ら
れ
外
か
ら
も
内
か
ら
も
何
も
見
え
な

い
。
翌
々
日
は
、
広
島
の
軍
専
用
ホ
ー
ム
に
着
い
た
。
宇
品
港

よ
り
乗
船
、
ま
た
深
夜
の
出
航
と
な
っ
た
が
、
丁
度
台
風
の
時

期
で
し
た
の
で
船
舶
は
一
進
一
退
な
か
な
か
進
ま
ず
、
兵
隊
達

は
全
員
船
酔
い
と
な
り
飯
上
げ
に
行
く
者
も
い
な
か
っ
た
。

出
航
し
て
か
ら
七
日
目
よ
う
や
く
上
海
に
上
陸
し
た
が
、
足

元
が
ふ
ら
ふ
ら
で
歩
行
が
や
っ
と
で
あ
っ
た
。
上
陸
と
同
時
に

小
生
は
目
的
の
本
隊
ま
で
輸
送
の
班
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
部
隊

の
人
員
二
百
二
十
名
う
ち
一
等
兵
は
私
を
含
め
十
六
名
で
し
た
。

上
海
か
ら
大
陸
を
汽
車
で
行
き
杭
州
駅
に
着
い
た
の
は
夜
の
九

時
だ
っ
た
。
途
中
無
惨
に
も
田
の
中
に
真
っ
逆
様
に
な
っ
て
突

込
み
、
真
っ
赤
に
■
び
て
腹
を
見
せ
て
い
る
大
形SL

が
三
台

も
あ
り
、
忘
れ
ら
れ
な
い
光
景
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
七
年
十
月
一
日
本
隊
に
合
隊
し
、
杭
州
南
星
橋
に
あ

る
第
一
師
団
渡
河
材
料
中
隊
、
中
支
派
遣
軍
登
第
五
五
六
七
部

隊
に
配
属
さ
れ
た
。

翌
十
月
二
日
、
勇
壮
な
ラ
ッ
パ
の
音
と
共
に
起
床
し
点
呼
、

朝
食
、
八
時
に
銭
塘
江
岸
へ
全
員
集
合
し
部
隊
長
の
訓
練
を
受

け
る
。

今
氏
部
隊
長
の
訓
辞
に
は
、
本
部
隊
の
最
大
の
使
命
は
敵
前

上
陸
作
戦
に
あ
る
、
と
強
く
説
明
さ
れ
身
震
い
す
る
程
緊
張
し

た
。
そ
の
後
、
機
材
庫
を
見
学
し
驚
き
の
目
を
見
張
っ
た
。
敵



前
上
陸
用
九
五
式
木
艇
と
九
五
式
エ
ン
ジ
ン
搭
載
の
舟
艇
が
百

台
位
整
備
さ
れ
て
い
る
物
々
し
さ
で
あ
っ
た
。

翌
日
か
ら
猛
訓
練
が
始
ま
っ
た
。
早
朝
五
時
、
部
隊
全
員
集

合
、
東
西
整
列
、
着
剣
捧
銃
し
て
東
の
空
を
拝
す
る
、
遠
き
我

が
家
を
思
い
浮
か
べ
る
一
刻
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
八
年
三
月
十
五
日
、
作
戦
出
動
命
令
下
る
。
杭
州
南

星
橋
よ
り
本
部
隊
の
器
材
全
部
を
貨
車
に
積
み
込
み
、
軍
用
列

車
三
十
台
に
分
乗
し
南
京
着
。
南
京
よ
り
汽
船
に
て
揚
子
江
を

一
週
間
逆
上
り
武
昌
に
上
陸
し
た
。
時
期
は
三
月
だ
が
初
夏
を

思
わ
せ
る
暑
さ
で
あ
っ
た
。
聞
け
ば
当
地
方
は
屋
根
の
雀
が
焼

け
落
ち
る
程
の
暑
さ
で
稲
作
も
二
期
作
が
収
穫
出
来
る
と
い
う
。

軍
装
を
完
全
武
装
と
し
、
当
地
に
七
日
間
滞
在
し
最
前
線
に

向
か
っ
て
行
軍
、
岳
州
に
至
る
。
こ
こ
を
基
地
と
し
て
渡
河
作

戦
に
参
加
す
る
こ
と
大
小
合
わ
せ
て
数
十
回
に
及
ん
だ
。
洞
庭

湖
を
渡
り
安
郷
作
戦
、
常
徳
作
戦
、
愚
知
江
作
戦
、
湖
南
作
戦
、

第
三
次
長
沙
作
戦
、
衡
陽
作
戦
、
桂
漢
作
戦
、
粤
漢
作
戦
と
前

進
し
、
長
砂
、
衡
陽
、
來
陽
、
零
陵
と
勝
ち
進
ん
だ
が
、
昭
和

十
九
年
半
ば
頃
よ
り
物
資
の
補
給
が
な
く
な
り
、
来
る
も
の
は

食
塩
位
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

敵
前
渡
河
作
戦
と
は
必
ず
月
の
出
な
い
闇
夜
に
決
行
す
る
の

で
あ
る
。
敵
の
猛
襲
撃
、
雨
の
よ
う
に
飛
散
す
る
弾
の
中
を
敵

前
真
正
面
に
穏
密
に
木
舟
を
岸
に
置
き
、
一
舟
に
二
十
名
、
百

舟
で
二
千
名
の
歩
兵
が
待
機
し
、
青
色
信
号
弾
が
闇
夜
に
打
ち

上
げ
ら
れ
る
と
同
時
に
潮
の
ご
と
く
突
入
す
る
の
で
あ
る
。
実

に
壮
観
で
あ
り
、
ま
た
悲
壮
な
場
面
で
も
あ
る
。
こ
の
作
戦
の

連
続
で
我
が
部
隊
は
全
員
の
約
三
十
五
％
の
兵
が
戦
死
し
た
も

の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
三
月
来
陽
よ
り
南
進
す
る
が
、
米
軍
機
が
毎
日

二
十
機
、
三
十
機
と
襲
撃
し
て
来
て
、
ま
る
で
家
の
上
棟
式
の

■
撒
き
の
よ
う
に
爆
弾
を
投
下
す
る
。
こ
の
た
め
夜
間
に
行
動

し
、
清
風
堂
、
鎮
県
、
小
唐
に
到
着
し
た
が
食
糧
は
全
く
無
く

草
の
根
の
お
粥
だ
っ
た
。
今
生
き
て
い
る
の
が
不
思
議
な
く
ら

い
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
六
月
一
日
、
突
然
反
転
命
令
が
下
っ
た
。
は
る

ば
る
危
険
と
苦
労
を
重
ね
て
前
進
し
た
路
な
き
悪
路
を
引
き
返

す
の
で
あ
る
。
夜
間
行
動
で
衡
陽
ま
で
引
き
返
す
の
に
二
か
月

程
費
や
し
た
。
丁
度
そ
の
日
が
終
戦
の
日
で
あ
っ
た
。

部
隊
の
兵
は
敵
の
「
デ
マ
宣
伝
」
と
信
用
し
な
か
っ
た
が
、



毎
日
あ
っ
た
敵
機
の
空
爆
が
全
く
な
く
ピ
タ
リ
と
止
ん
だ
の
で
、

だ
ん
だ
ん
納
得
し
た
の
で
あ
る
。

以
後
は
毎
日
毎
日
後
方
に
下
が
る
。

昭
和
二
十
年
十
月
一
日
、

中
支
咸
寧
に
到
着
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
九
日
咸
寧
を
出
発
し
、

武
漢
を
経
て
武
昌
に
到
着
、
武
昌
よ
り
乗
船
、
南
京
に
向
か
う
。

四
月
二
十
日
付
に
て
陸
軍
兵
長
に
進
級
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
三
日
、
南
京
上
陸
、
鉄
道
に
て
二

十
五
日
上
海
に
到
着
。
そ
の
後
は
毎
日
市
街
地
区
に
て
キ
ャ
ン

プ
生
活
が
続
い
た
。
六
月
二
日
上
海
出
帆
、
一
路
日
本
に
向
か

い
、
六
月
四
日
佐
世
保
に
上
陸
。
明
五
日
、
佐
世
保
海
兵
団
内

に
て
復
員
式
を
終
了
し
、
約
五
年
振
り
に
懐
か
し
い
我
が
家
に

無
事
復
員
し
た
。

中
支
戦
線
の
思
い
出
　 山

口
県
　
岡
崎
哲
夫
　 

私
は
昭
和
十
八
年
二
月
一
日
、
山
口
市
の
歩
兵
第
四
十
二
連

隊
補
充
隊
へ
、
現
役
徴
集
兵
と
し
て
入
営
し
ま
し
た
。

私
の
入
営
当
時
の
家
族
構
成
は

祖
父
　
　
　
　
　
死
去

祖
母
　
　
　
　
　
健
在
　
　
　
農
業

父
　
　
　
　
　
　
健
在
　
　
　
農
業

母
　
　
　
　
　
　
健
在
　
　
　
農
業

本
人
（
長
男
）
　
健
在
　
　
　
農
業
兼
電
気
工
事
夫

弟
（
次
男
）
　
　
健
在
　
　
　
農
業

弟
（
三
男
）
　
　
健
在
　
　
　
学
生

妹
（
長
女
）
　
　
健
在
　
　
　
郵
便
局
勤
務

妹
（
二
女
）
　
　
健
在
　
　
　
学
生

妹
（
三
女
）
　
　
健
在
　
　
　
学
生

妹
（
四
女
）
　
　
健
在
　
　
　
学
生

と
い
う
、
十
人
家
族
の
大
世
帯
で
し
た
。
作
付
面
積
が
一
町
二

反
歩
で
、
生
活
は
や
や
苦
し
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

当
時
の
戦
局
の
推
移
状
況
は
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
の
開

戦
当
初
よ
り
の
勝
ち
戦
さ
の
継
続
で
、
国
内
の
士
気
は
旺
盛
で

し
た
。

入
営
に
際
し
て
は
一
月
三
十
一
日
、
村
役
場
の
前
で
壮
行
式

が
開
か
れ
、
見
送
ら
れ
る
壮
丁
は
私
一
人
で
あ
っ
た
が
、
私
が




